
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

南鮮地方に於ける造林地下刈作業の合理化に就いて

平山, 定克
九州帝國大學農學部

https://doi.org/10.15017/14097

出版情報：九州帝国大学農学部演習林報告. 13, pp.79-128, 1943-03-25. 九州大学農学部附属演習林
バージョン：
権利関係：



南鮮地方に於 ける造林地下刈作業 の

合理化に就いて
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1.緒 言

造林地下刈作業は廣義の造林事業中、最 も橿要なる 季節的作業である。 下刈作業

が適期に適切に實施せらるるか否かは、植栽木の活着及び成育に、重大 なる影響 を及

ぼず ものである。.而 しながら、下刈作業を實施するに 必要 なる季節 は、時恰 も農繁

、期に當 り、適切なる性能を有する労働 者を、適期 に充分雇傭することは 頗 る困難な

るもので あつて、往 々下刈時期 を失する傾 向がある。特 に、時局下農山村労働 が、そ

の質量 の點 に於て 著 しく低下減退せる 現状に在 りては、造林 、撫育の如 き不急問題

に対し ては・その傾 向顯著なる ものがある。'併 しなが ら、大局 より観て、林業悠久

の登展の爲、延ては、國家の森林 資源確保の爲、造林、撫育の如 き資源造成方面 も

亦甚だ重要 なる ものであるから、 識者は絶えず・その必要性を強調 し、,警告 しつ ゝあ

るにも扮らず、種 々の社會的事情に 基 くは勿論で あるが、特 に労働 者 不足に原 因 し

て、該方面の活動頗 る 振はないのは、甚だ遺憾 とする所である。 上述の如 き現状に

於て、造林地下刈作業を如何に して 合理化す るかの問題は、緊要なる もの と云ふ こ

とが出來や う。

農山村労働 力の 質量の低減の 甚だ しき時局下に於て、造林地下刈作業 をより少な

き労働 力を以 て、而 も適期 を失 せざる様 に 實施す るには、下刈時期の 地方的差異を

利用 し、下刈労働 力 を 移動せ しめる 方策がある。併 しなが ら、下刈労働 力の移動は

どこまで も鷹急封策であつて、それにより労働 力の不足を根本的に 補充することは

不可能である。労働 力を 根本的に補給するには、下刈事業 その ものを合理化 して作

業能率 を昂揚する以外には方法はない。

然 らば、造林地下刈作業の 合理化 とは 如何 なるものかと云ふに、その方法には種

々あるであらうが、主 として作業方法の改善及び作業用具の改良の如 き手段に因 り、

作業能率 を昂揚することで ある。

事業の合理化は、近代工業界に 於けるが如 く、驚 くべ き生命の犠牲に於て な し途

げらる ＼ものとは、その本質 に於て 異なるもので ある。 近代工業は、生産方法の革

命 と生産と富 との増大 とに、主 として興味をそそ られて発 展 し來れるものである。換

言すれば、経濟的利益 中心に発 達せる爲めに、尊重 さるべ き人間炉輕覗 され、商品



として 取扱はれて 世 人は何等不思議 としなかつたのである。これに対し 、私の云ふ

合理化 は、桐原藻見博士 も云はれる如 く 「科學の供するあらゆる 技術的 及び 組織的

手段 を應用 して、人間の労働 の生産性を昂める」意味の もので あつて、此の結果は、

當然に産業 の繁榮 と労働 者に勤する労働 の輕減 を招來 し、労働 者の最大限の腱康の

保持 と個性の伸展 とを 結果する ものでなければならない。この意味に於ける 合理化

一は
、Gastewも 正當に述べたるが様に、文化的、敏育的 向上を條件 とするもので ある

こと越云ふ迄 もない。 言葉 を換へて云へば、ただ能ふ限 りの 多量 を生 産せん とする

貧焚 にもあらず、又能ふ限 りの 小量の勢力を以てせん とする癩惰で もない。 實にあ

らゆる労働 力の至適最善の利用を意圖する ものである。

私は本論に於て、造林地下刈作業に 於ける労働 手段、即 ち、現在使用せ られつ ゝ 一

ある作業用具の形態 及びその登達状況 を 調査批鋼 し、次に、既存労働 用具の改善を

目的 とする労働 用具の能率比較調査をなし、更に進 んで労働 方法の合理化問題中の

最 も重要 なりと思料せ らる ゝ傾斜地 に於 ける 作業方法 を如何に選択 すべ きかの事項

を探 り上げ、如何にすれぱ、労働 能率、延ては、労働 の生産性を昂揚 し、時局下労働

不足を補 強 し得 るものなるかの一端 を明かにせんとする ものである。

本調査は、昭和十三年以來、九州帝國大學農學部附属南鮮演習林に於て實施 しつゝ

ある、造林地下刈作業の林業労働 學的研究の一部分をなす ものである。林業労働 の科

學的研究調査資料 に乏 しき現今、多少な りとも稗盆するところがあれぱ 著者の至幸

で ある。

本調査に當 り特別の便宜を與へ られたる 西田演習林長並に 片山教授に繋 し深甚な

る謝意 を表すると共 に、、調査を直接援助せ られたる 南鮮演習林勤務 五十嶺藤司助手

及び押川安男囑託の好意を記 して感謝 の意 を表す。

II,現 今使用せ られつつあ る作業用具に闘す る調査

(1)調 査の目的 、

作業用具は、林業働勢 の労働 手段 として、必 要 敏 ぐべからざる ものである。 作業

目的に鷹 じて、適正 なる作業用具が使用せ られて居るか否かは、林業労働 、延ては、●



林業経営 の合理化 にとり極 めて 重大なる役 割を演ずる ものである。 特に、現今の如

く労働力不足が 各方面に於て 叫ばれつ ゝある 聖戦下に於ては、農 山村に於ける労働 ・

補強の椹要 なる封策は、労働 奉仕制の強化、労働 手段の改善 、作業方法の合理化、勢

働配置、職業的身分 としての 林業專門労働 者階級の 確保等種 々あるが、本論に於て

は、労働 手段の合理化問題 を 取上 げる前提 として、 農山村 に於て、現在使用せ られ

つゝある 作業用県の保有状況並に 之れが登達の概 況を明 らかにせんとする ものであ

る。。

(2)調 査の場所並に方法

本調査は、慶尚南道河東郡 に於ける 農村並 に 山村部落につきなされたるもので あ

る。肇村及び山村の区別 は、土地の利用状況並に 農林生産物 の構成状態を基礎 とし

て行つた(詳 細 は南鮮地方に於ける 農山村保有の農林業用作業用具の種類並に数量

仁 關する調査に 登表の豫定である)。 私 は山村 部落 として 河東郡 花 開面龍醐里を選

び、農村部落 として同郡河東邑琵琶里を選定調査 した。

調査に當 りては、故綱島政吉氏が研究登表せ られたる鎌の種類 に属するものは、悉

く調査することに して着 手 した。 氏は鎌の種類を、その使用目的を 樗準 として、錠

鎌 、木鎌、草鎌、薙鎌 、根切鎌の五種に大別 して ゐる((1)S.102)。

調査本数は花開面龍崩里に於ては200個 、河東邑琵琶里に於ては100個 である。

調査戸数は前者 に在bて は95戸 、後者にあbて は70戸 で ある。以上の外、屡考の

爲、河東邑に於ける金物店に於て目下販費せ られつ ゝある内地草鎌10個 につ き、そ

の構造 を調査 した。

調査は、主 として鎌の 性能を表はす 構造因子、即ち、刀身の長さ、刀身の厚さ、

刀身の幅、刀線の長さ、刀線の曲率半径 、刀先角、柄角(柄 軸に対する 刀線の傾角)

柄の長 さ、鎌頸 の長さ、握點 の太 さ、柄の構造、鎌の全重量等 につ き實施 した。

(3)調 査の結果並に考察

(イ)朝 鮮在來鎌 の形状 と各部の名構

朝鮮在來鎌(以 下軍に朝鮮鎌 と呼ぶ ことにする)は 、第一圖に示すが如 き形態 を.

・有するものであつて、内地に於ける鎌に強て 類形を求むれば、吉野地方及び 日向地



方に於て使用せ られつ ゝある錠鎌に類似せる ものであるメ

朝鮮鎌 は柔軟 なる雑草類 を斐除す るために使

用すると共に、萩、松枝、灌木等の如 き比較的

硬 き木質 をも切断するに使用せ らる ＼關係上、

自か ら内地に於ける草鎌及び鈍鎌の雨形態を兼

備するが如 き形を とるに至つた ものであらう。

形態上の特徴 としては、鎌頸が頗 る長 く、木.

柄が著 しく短縮せること及び刀線が錠鎌の如 く

一部分鎌頸迄延長 し、恰 も銑 と鎌 とを連結 し、

短 き木柄 に取付けたるが如 き構造を有 してゐる

ことである。 一

調査上使用せる各部分の名構 は、次の様であ

る。

鎌は大別 して刀部(作 用部)と 柄部(操 縦部)

とに区別することが出來る。刀蔀は鈎形 をな し、

柄部は直線形又は僅かに轡 曲 して ゐる。前者は

更に刀(刀 線)、 刃身、峯、肩 、刀身面等に区別
第1圖

せ られてゐる。 刀は目的物 を切断するに 直接役立つものであつて、鏡利なる稜線を

なすから、刀線 とも呼ぶことがある。刀身は 作用部の基體 をな し、その背部を 峯又

は補強線 と呼ぴ、先端の尖れる部分 を鎌尖 と構 し、これに封立する點 を肩 といふ。肩

の部分附近を腰 と 呼ぶ こともある。 俗に腰 の弱 い鎌 と云ふは此の部分を指すのであ

る。肩 より鎌尖に至る背のことを 峯輪廓叉 は 峯線 と稻することもある。

柄部には、木柄 、鎌頸 、 コミ等の区別がある。

(ロ)朝 鮮鎌の種類

鎌は頗る簡単 なる手道具で あるが、内地に於ては、使用目的に應じ て分化登達 し、

その種類は 頗 る多い。併 しなが ら、朝鮮鎌 は 原始的なる ものであるから、大 なる形

態上の差異は認め得 ない。 これ全 く朝鮮 に於ける 農山村生業の技術 の 登達低級なる



ためで あ る。

鈴 木昭 氏 は、農 業機 械學誌 に、朝鮮 在來 鎌 には 二種類 あ るこ とを登表 した。 即 ち

1(1)ウ ムンナッツは柄 長 く刀幅細 し、重量 小 に して100匁(3759)内 外 の もの に し

て、(2)ピ ・ンナッツは 内地鎌 に類 似す る も、厚 身に して重 量重 し、中位 の もの に て

200匁(7509)内 外 あ り。 前者 は主 と して 稻刈 、 草刈用 なる も、後者 は 松枝 切 、萩

刈 等 に使用 せ らる」 との ことで ある(文 献(2)S.372)。 今 、鈴 木 氏 が登表 せ られた

る朝鮮 鎌 の種類 の区別點 を 明瞭 な ら しめんが 爲 に、取纒 め比較 ずれば 、次表 の 如 き

もので あ る。

私が南鮮地方に於ける 農山村165戸 、304本 の朝鮮鎌につ き調査せる結果によれ

ば 、農 山村 共 に ウムンナ ッツと樒 す べ きもの大 多数 を占 めて居 る様 で あ る。而 して 、

當地方に於ては 内地鎌の普及 は甚だ少なく、僅かに.4個 の草鎌を見出 したるに過 ぎ

第2圖



ない有様で ある。私は300個 の鎌につ き形態上の差異を観察 したが、第二圖に示す

が如 き鍵形を認め得 た。

A型 は山村地方に 最 も多 ぎものであつて、外観上最 も頑丈に 製作せられてゐる。

本型 は主 として 松枝切、萩刈、除伐等に使用せ られる ものである6B型 は鎌頸、特

に、腰の部分の幅廣 く、尚且、腰部の内側に突起がある黙が特徴である。本型 も前者

と同様 、主 として松枝切、萩刈等比較的に硬 き木質 を切漸するに使用せ られて ゐる。

C型 は総ての部分が細長に して、一見 して繊弱なる戚がある。本型は農村 に最 も多 き

ものであつて、主 として稻刈及び草刈に使用せ らる ゝものである。D型 はB型 に類

似す るも著 しく小型で あつて、少年用 とで も稻すべ きものであら う。E型 は峯の補

強線が折返 しに 製作せ られて居る黙が、甚だ しき特徴であつて、この型に厩するも

のは、悉 く不良鐵材 を使用せ るもので ある。 これ等の形態的変形 は、鎌の分化登達

の初期的表現であるか ら、これを 基礎 として 朝鮮鎌 の改 良を圖ることは、最 も合理

的な一手段 と思料せ られる。

(ノ・)刀 身の長 さ

刀身又 は刀部の長 さは、鎌尖 より肩に至る 長 さを指す もので あつて、普通鎌の大

きさを示す 標準 とされてゐる 。 刀身の長 さは、片手用鎌 であるか、雨手用鎌 である

かに より、或は又、使用 目的に より大差ある もので ある。 朝鮮鎌 は片手用で あるか

ら大髄 に於て小型で ある。山村 に於て 使用せ られつゝ あるものは、最大248mm、 最

小135mm、 平均198mmと な り、山村 に使用せ られつ ゝある ものに比較 して、農

村に使用せ らる ゝものが 遙 かに長い。 これ山村に於ては松枝切、萩切、除伐等の如

き錠代用の作業 を多 くなす 關係上.自 ら短大 に して堅 牢なるものが 嚢達せる もので
＼

あら う。 これを更 に、河東邑に於て 市販せ られつ ゝある 内地草鎌 に比較するに、そ

の平均刀長は218mmで あつて朝鮮鎌 より遙かに長い・ 山村地方.QZ使用せ られつゝ

ある鎌 は、一種の錠鎌であるから 兎 も角、農村地方に使用せ られつゝ ある 朝 鮮鎌 の

男身長は、多少短 きに過 ぎる ものが 相當数に上る様である。 現今南鮮地方に於て行

なはれつゝ ある 雑草刈取の 状況を観察するに.殆 んどすべての場合 、欄刈法で ある

が、一掴 となすために3-4回 の鎌の操作 を必要 とする有様 である。 これは刀身長を



今少 し長 くすれば、少 くとも2回 に減ずることが出來 る。 か ゝる作業上の不生産的

動作を排除す ることにより作業能率は 著 しく昂まるものである。 吉岡金市氏 も農業

労働の合理化 なる論文中に、同様左る意味の ことを述べてゐる(文 献(3)S.r175)。

.(ご)刀 線の長 さ

刀線の長 さを 測定するには、自在曲線定規を 使用するか、又は刀線を紙上に爲 し

取 りたる後、糸を使用 して 曲線の長 さを測定 した。 一見 、刀線の長 さは、刀身の長

さに比例する様であるが、私が調査せる 所によれば、必ず しも然 らざることが剣明

した。又山村に 使用せ られつ ゝあるものは、 農村 に使 用せられつゝ あるもの よりも

平均に於て 長い様である。 更に詳細 に述 ぶれば、刀 身の長 さは、農村 に使用せ られ

つ ゝあるものが、山村 に使用せられつ ゝある ものよりも長 いに も拘 らず、刀線長は、

山村に於 ける ものが、農村に於けるもの よりも長い。 これは更に 言葉 を換へて云へ

ば、 山村 に於 ける ものが、刀線の轡 曲率が大である とも云ふことが出來る。随つて、

私は刀線の轡曲を圓弧 と看徹 し、その曲率半径を次式に よりて査定比較 して見た。

7一 α蒙aは 弦鴎 を知 し、峨 弦の 垂鴛 り圓弧に至る距蹴 示す・

刀線は普通内地鎌にては、直線状又は微中凹状 であるが(草 鎌 は平均354mm、 木

鎌A型 は415mm、B型 は341mm、C型 は1210mmで ある)、 朝鮮鎌は甚だ しく

轡曲 してゐる。又同 じ朝鮮鎌で も 山村地方に於て 使用せ られつ ゝあるものは、最大

132mm・ 最小62mm・ 平玲99mmと な9・ 農村地方に使用せ られつ ゝあるものは・

最大216mm、 最小79mm、 平均137mmを 示 し、前者が著 しく轡曲 してゐる。何

故 にか く山村地方に於けるものが 轡曲度大で あるか と云ふ ことは、 使用 目的 並に操

作法に原 因せるが如 きも、賓験の上でなければ断定出來 ない。將來は、実験の上 、刀

線の曲率半径 を合 目的 々に構成する必要があら う。

(ホ)刀 身の厚 さ

鎌 の如 く使用に當 り比較的に 加速度を利用 しない作業用具は、 強度を害 しない限

り、刀身を出來 るだけ薄 く製作す るを可 とする。 内地鎌は平均厚さ僅かに2mmで

あるのに対し 、 朝鮮鎌は農村使用の ものは最大7mm、 最小2mm、 平均4mmで

あつて、山村に於て使用せ られつ ゝあるものは最大8mm、 最小2mm、 平均5mm



を示 してゐる。次 に内地木鎌 はA型9mm弱 、B型 は7mm、C型 は3mm強 で

あるから、朝鮮鎌 を草刈用 として 使用するには、 著 しく厚 きに過 ぎ、 木鎌 として使

用する場合には、多少弱 き傾向がある。 何れに しても 非能率的なもので あると云ふ

ことが出來、や う。

(へ)刀 身の幅

刀身の幅を示すために、刀身の中央點 に於ける幅員を測定 して代表値 とな したが、

山村に於て使用せられつ ゝある ものは、最大40mm、 最小8mm、 平均22mmで

あるのに対し て、農村に於て使用せ られつ ゝあるものは、最大34mm、 最小12mm、

平均25mmを 示 し、後者 が平均に於て 幾分大である。 之を更 に内地草鎌に 比較す

るに、内地草鎌 は36mmで あるか ら、何 れ も著 しく狡小なることが剣 明 した。鎌

の強度を 増加する爲には、厚 さを加ゆる よりも幅員を増す方が、刀の鏡利度 を大 な

らしむるために 有利であるから、將來 、朝鮮鎌 も内地鎌 の如 き 幅 と厚さとの關係に

改むべ きものであらう。

(ト)刀 先角

刀 先角の大小は、鎌の戴漸能力に大 なる 關係あるもので あ`つて 頗 る重要 なる もの

であるから、萬能角度定規を使用 し精 密に調査せるが、山村地方に於て 使用せ られ

つゝあるものは、最大33度 、最小14度 、 平均21度52分 で あるのに対し て、 農

村地方に於で 使用せ られつゝ あるものは、最大28度30分 、最小14度15分 、平均

20度27分 となり、幾分農村地方に於ける ものが鏡利なる傾向あるも、大なる差異は認

め得 左い。次 に比軟の爲、内地鎌 の鏡利度を見るに、草鎌は14度45分 、木鎌A型

15度37分 、B型17度49分 、C型17度9分 を示 し、何れ も朝鮮鎌 よりは 著 しく鏡

利である6鎌 の刀先角を 内地鎌程度に鏡利化することは、労働能率 増進上 頗る重要

なることで あるが、それを實現す るには、現在の朝鮮鎌製作材料 を 良質の適切なる

ものに改むると共に、構造上の改良を施 さなけれぱならない。

(4)柄 軸に対する 刀線の傾角

柄軸に対する 刀線の傾角は、柄角又は取着角Ansatzwinkelと 稻せ らる ゝもので

あるが 、鎌 の使用上に重要 なる役割を演ずるもので ある。 内地草鎌二の取着角は、普



通90度 内外 であるが、鋸鎌 の如 く引 く作用 を利用する鎌は、頗る大 なる柄角を有 し、

150度 に達するものがある(文 献(4)S.201)。 私が朝鮮鎌 につ き調査ぜる所によれ

ば、山村地方に於て使用せ られつゝ あるものは、最大135度 、最小95度 、平均109'

度44分 を示 し、 農村地方に於で 使用せ られつ ゝあるものは、最大111度 、最小91'

度、平均99度18分 となつてゐる。即 ち、取着角は農村 に於ける もの よりも、山村 に

於けるものが幾分大である。

然 らば、如何なる取着角が 適當であるか と云ふに、鎌 の使用法により大いに異 な

るもので あるが、掴刈法又は 引切法(刀 線 を目的物 に添 へたる後、静 かにこれを引

切る)の 場合には、直角に作るのが 最 も適當であると考へ られるが、薙刈法の場 合

には、,鎌の動力Wuchtを十 分利用するためには、刀線は正確 に 圓弧方向に作用す

るが如 く製 作せ られなければならない。合理的なる柄角は 、今後、理論及び實験の雨

方面 より研究の上決定する外はない。

(り)木 柄及び鎌頸の長 さ

朝鮮鎌の柄部は、短 き木柄 と、長 く伸びたる 鎌頸 とよりなつて ゐる。 從つて、廣

義に於て柄 と構する場合には、鎌頸を も含 めた為もので ある。 木柄 の長 さは、農 山

村共 に大差な く、山村に於けるものは、最大200mm、 最小110mn、 平均142mm

で、あつて、農村 に於ける ものは、最大230mm、 ・最小105mm、 平均141mmで あ

る。 これは内地草鎌の364mmに 比較 し著 しく短かい。

鎌頸 は内地草鎌に在 りては 殆ん ど認められないか、或 は甚だ 短 きに対し て、朝鮮

鎌 は著 しく長い、即 ち、山村 に於て使用せ られつゝ ある ものは、最大170mm、 最小

58mm、 平均128mmを 示 し、農村に於て使用せ られつ ゝあるものは最大198mm、

最小30mm、 平均139血mで ある。概 して山村の ものが短かい傾向がある。

最後に、木柄 と鎌頸 とを併せたる所謂廣義の 柄部を比較するに、第一表 に示すが

如 く、農山村共に柄部長には 大差はないが、内地草鎌に 比較すれば 著 しく短 い様で

ある。

(ヌ)握點 の太 さ

木柄の握點 の太 さは、鎌の操作 に 關係する ものであるが、私が朝鮮鎌につ き調査



第1表

せる所によれば、 山村地方 に於 ける ものは、 最大直径 二40mm、 最小21mm、 平均

31mmで あるのに対し 、農村地方に於 ける ものは、最大直径40mm、 最小25mm、

平均33mmと なり、前者 が後者に比 し幾分小なる傾向がある。適當なる握粘の直

脛は、鎌の重量 、形態 、使用 目的、使用方法、労働 者 の體身区等に ミリ差異があるが、

大体30-35mmの範囲 にある様で ある。 概 して云へば、朝鮮鎌の 握點 の太 さは適

當であるが、統計的調査の 結果 によれば、=その分布度が 多少大に過 ぎる様であるか

ら、正確なることを実験 の上決定する必要があらう。

(ル)木 柄の横断面形状

手道具の握點 部分の横噺面形駄は、 作業能率に大なる 影響あるのみな らず・災害

の多少に も亦著 しき關係 ある ものであるか ら、種 々論議せ らる ＼所であるが、Glaser

は正常なる拳は、 圓形に握 らる ＼ものにはあらず して 、圖示するが如 く、寧 ろ卵形

又は騰圓形であるか ら、圓形の噺面 を有する柄は把握が安定的でない。從つて、器具

機械の安全なる操作及び 保持のためには、卵形又は構 圓形に 製作せ らる て必要があ

ると論 じて ゐる。尚更 に、彼は卵形及び 樺圓形 は破壊に野する抵抗強度が大である

から、最 も適當 なる形状で あると主張 してゐる。彼の外v・Monroy,Stenze1,Ernst,

Kaufmann等 も亦同様 なる意見を登表 して ゐる。

然 らぱ朝鮮鎌の木柄の横漸面形歌は如何なるものかと云ふに、次表 に示すが如 く、

圓形 、鋸歯状の微凹凸ある圓形及び 螺施 を切断せるが如 き形状の三種に 区別するこ

とが出來た。 調査の結果に よれば、現在使用せ られつゝ ある 朝鮮鎌の殆んど大部分

は、鋸歯状 の微凹凸ある 圓形であつて・木柄断面形状 として 不適當 なるもの と云ふ

こ とが出來 る。
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(文 献(5)S・377,(6)S・397,(7)S・11,(8)S.676,(9)S.216)。

(オ)木 柄 の縦断 面形 状

木 柄 の縦 断面 形状 は ・ 私 が調査 せ る所 に よれば ・ 下 圖 に示 す が如 く 乖 種 の多 くに

上 つて ゐる。

朝鮮鎌の木柄縦断形状 とその百分率

第4圓

これを農山村別に観察するに、山村地方に於ける ものはA型 、即 ち、圓柱形最 も多

く、全膿の35%を 占め、 衣 に鉄頂圓錐形なるC型 が27%に

上つてゐる。農村地方 に於て も亦、山村同様A型 最 も多 く、55%

に上 りe次 位がC型 で あつて24%を 示 して ゐる。 これ等の多

様 な形状の中、何 れの ものが適當であるか と云ふに、普通内地に

於て使用せ られつ ゝあるものは、A型 と稻すべ きものであるが、

朝鮮鎌 は内地草鎌 と異なり、木柄は軍に把握部分 を構成 してゐる 第5圖



に過 ぎざる ものであるか ら、 第5圖 に示すが如 きハ ンガ リ一草鎌の如 く、ナ ィロi

ド形に製作するか、 又は1型 、即 ち大鼓形に製作するを可とする様である。

(ワ)木 柄に使用せる樹種

現今南鮮に於て、 木柄 として使用せ られつゝ ある樹種 は、 山村地方に於ては、 カ

ナクギノキ最 も多 く、全體 の57%を 占め、アカマ ツこれに亜 ぎ、25%を 示す、 以

下、 ヌノレデ、ヱゴノキ、アベ マキ、ハ ンノキ、クワの七種であるが、農 村 地 方に在

りては 、 アカマツ絶対 的に多 く、97%を 占め、 残 りの3%を 桐を以て占め居る状

態で ある。 而 して、朝鮮鎌 の木柄は、軍に把手の 用をなすに 過 ぎないもので あるか

ら、現在の如 き比較的軟弱なるものにて も差支へなからう。

寧 ろ桐の如 きは～手鯛 りよく、適 したる もゐと云ふ事 も出來や う。

(カ)鎌 の全長

鎌の長 さは、使用者の身長、使用 目的、使用方法 、傾斜 の有無 多少等に より差 異

ある ものであるが、私が朝 鮮 鎌 につ き調査せる所に よれば、農山村共に、平均長に

於ては大差を認めなかつた。山村地方に於て使 用せ られつゝ ある ものには、140mm

と云ふが如 き著 しく短 き鎌 があるが、 これ等は如何 なる理 由により愛用せ られつゝ

あるかを調査することは、興味あることであらう。

(ヨ)鎌 の重量'

鎌の重量は労働 者の體 格、力量 、使用 目的等 種 々の 條件に よつて定 めらるべ きも

ので あるが、私が調査せる結果を見るに、山村地方に於けるものは、最大7039、 最

小1239、 平均3619で あるのに樹 し、.農村地方 に於ける ものは、最大6149、 最小

1219、 平均2999を 示 し、概 して山村地方に於けるものが農村地方の ものに比較 し

重い傾 向がある。 更 にこれを 内地草鎌 に 比較す るに、内地草鎌 は2249で あつて、

朝鮮鎌は農山村何れの もの も多少重 きに過 ぎる様である。

(4)摘 要 、

慶尚南道河東郡 の山村 及び農村部落165戸 につ き、その保有する鎌二の種類並に構

造を調査せる結果 を要約すれば、次の通 りである。

(イ)本 調査は、引績 き別に實施 しつ ゝある林業労働 の合理化(最 適性の原則を満



足する所の能率昂揚を目的 とす る)を 目的 とする造林地下刈作業の林業労働

學的研究の豫備的調査である。

(ロ)南 鮮地方に於ては、未だに内地鎌 の普及は甚だ少 なく、私の調査せる農山村

165戸 、鎌数304個 中、、僅かに山村に於て1本 、農村に於て3本 の内地草鎌
,

を見出 したるに過 ぎない。

(ノ・)朝 鮮在來鎌 は、鈴木昭氏が公表せ られたるが如 く、 ピョンナッツとウ。ンナッツ

との二種類に区別することが出來 る。而 しなが ら、この区別織は明瞭なる標

準 によるものではない。南鮮地方に於ては、ウ。ンナ。ツと稻すべ きものが大

多数 を占めてゐる。使用 目的に從ふ形態上の分化爽達は甚だ低級である。

(二)朝 鮮鎌 の形態上の特徴は、鎌頸が頗る長 く伸び、木柄が著 しく短 きこと、刀

線が錠鎌 の如 く、一部分鎌頸迄降下 し、恰 も、錠 と鎌 とを連結せる如 き形態

を有することで ある。 ダ

(ホ)山 村地方に愛用せられつゝ ある鎌 は概 して重量重 く、堅牢に製作せ られて居
●

る。その理由 としては、山村地方に於ては錠 としての使用が多い爲であらう。

南鮮 には未だに錠は普及 してゐないが、速かに錠 、木鎌及び草鎌の分化的使'

用を圖ることは、労働 能率昂揚の爲 、頗る重要 なる事項である。

(へ)朝 鮮鎌 の製作鐵材は頗 る不良で ある。

(ト)朝 鮮鎌 の刀先角は、内地草鎌 及び木鎌 に比較 し著 しく鈍角である。

'(チ)朝 鮮鎌 の木柄の部分 の構造は不適當であ る
。

(リ)朝 鮮鎌 は刀身部 と柄部 との結着方法が不完全 なるため、所謂無敷の運轉 、即

ち、死行toerGangを なし、操作上エ ネルギ 一の 損失莫大である。尚 且勢

働者の蓮動は痙攣的verkrampfteBewegungで あつて不合理である。

(ヌ)朝 鮮鎌の形状 、大 きさ、重量等は身盟の性能に適合 して ゐない。
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第10圖 曲率半 径

第11圖 柄 角

第12L圓 刀 先 角



第6圓 刀 身 の長 さ

つ第7圖 刀線 の長 さ

第8圖 刀身の厚さ

第9圖 刀 身 の 幅
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柄 の 長 さ

第14圓

握點 の 直 径



第15圏

鎌 頸 の長 さ

第16圖

鎌 の=重 さ,

第17圖

柄 の 反 曲
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使 用 年 数



III,造 林地下刈作業用具の能率比較

1調 査の目的及び方法

本調査の 目的は、南鮮地方に於ける 低級なる造林地下刈作業用具を如何 に改 善す

れば、労働 の生産性、 即 ち労働 能率(作 業能率)Arbeitsleisturigを 昂揚 し得 るかの

命題 を追究するのである。随つて、現地に於ける慣用作業用具の能率調査を行ひ、そ

れにつ き、 合理的なる ものと不合理 なるものとを折出 し、 合理的 なるものを獲展せ

しむる爲 、更に新 しき作業用其を提供 して作業せ しめ、これを実験 記録 し、改善の基

礎 となすのである。蓋 し、永 年 の慣習に同化せ る 地方傳來の労働 用具の 改慶は、永

年の遺制 を基礎 として 登展せ しめなければ 、その實現性に乏 しきもの と考へ られる

か らである。.

労働能率を調査するには、 目的 とする労働 樹象Arbeitsgegenstandに 野 し、充分

研 究考 慮せ られ たる労働 方法(作 業 方法)Arbeitsverfahrenが 適用 せ られ(労働 方

法の標準化)且 つ労働 者 が その労働 方法に完全 に習熟 して居ることが 前提條件であ
の

る(文 献(10)S・263)。 これ に反 して ・労 働方 法 が尚定立 せ られ お らざ る限り、 事

業経営 上 の基 礎材 料 、特 に合理 的賃 金算 出 の 材 料 と しての 能率 を論 ず る こ とは 、多

少早計 の誹 を免 れ な いで あ ら う。 而 しなが ら、私 の能率 調査 は 各種 事 業運営 上 の因

子 と して の能率 、言葉 を換 へて 云へ ぱ 、作業功 程 を論ず る もので は な くして 、能率 を

嚢 揚せ ん が爲 に 探 用せ らるべ き労働 用 具の選択 及 び 改善 の批 判材 料 を獲得 せ ん とす

る もので ある か ら、 自か ら問題 は幾 分別佃 の性 格 を帯 ぶ る もので ある。

事業 の能率 を調 査 す るに は、下記 の如 き二 つ の方 法が ある。

(/)業 績記録(功 程記 録)LeistUngsnachweisに よる法

(・)能率 調 査(時 間研 究)Leistungsuntersuchung(Zeitstudie)に よる法

前者 は現寡 的 後計法realeNachkalkulationsmethodeと も稻 し、単位労働 が 完 途

せ られ た る後 、全労働 時 間 に樹 し、如何 なる 割合 の部分労働 時 間が 消費 せ られ た る 曽

か を綜 合 的に 閾明せ ん とす る方 法で あつ て、経営 監督BetriebsUberwachungの 一 手

段 で ある。 本 法 は業 績統 計 と して 整 理せ らる ゝもので あつ て 、事業運営 上 の展望 を



供する特徴がある。 併 しなが ら、此方法は個別的作業時間を 詳細 に計量する方法で

はない。随つて、経営 要素の分析綜合 をな し、事業の合理 的運営 を行ふためには、後

者の能率 調査法が必要敏 ぐべか らざるものである。本法は理想的前計法idealeVor-

kalkulatio臨methodeと も云はる ＼方法であつて、一定の労働 に対し 、必要 なる部分

時間を分析観察する方法で ある。先づ、労働 は合 目的的なる分節労働Teilarbeitに

区分せ られ、二つの隣…接せる分節労働 問り交叉點Schnittpunktに つ き、百分 の一秒

に分割せ られたる 停止時計 を使用 して、所要時間が計測せ らる ゝのである。 この場

合、応用 せられたる労働 方法は、各分節毎に詳細 に記録せ られ、且能率 に影響ある凡

ゆる條件は観察せ られるので ある(文 献(11)S.429,(t2)S.229)。

本研究に當 りては、專 ら後者 の時間研究法 を応用 し労働能率 を調査 し、作業用具

の債値判断の基礎材料 と した。作業 は、すべて、幅員1mの 筋刈 とし、山麓 よ9山

頂へ と向ひも除 し行 く、所謂筋刈上進法に よつた。 筋刈の長 さは、休息及び 鎌 の研

磨の關係を考慮 し、第一次調査に當 りては10mと し、第二次調査 に於ては20mと

した。

2調 査に使用茸る作業用具

,人 間労働 の 生産性の」曾大は、主 とし℃労働 手段 と労働 方法 との合理化 、改良、完
亀 畳

成に基 くものであつて、特に労働 手段、即 ち機械器具の登達 が 重要 なる關係を有す

るもので ある。 如何に強力 なる労働 力の 所有者 と錐 も、労働対象 に適合せる機械器

具を使用 しなければ、高い能率 を上げることは 到底出來得る ものではない。 文化の

水準高 き國民は..必 ずや発達せる生産技術 、即 ち生産的労働 と 生産手段(労働 手段

と労働対象)と の より高度の有機的 結合關係を有することは、洋の東西、時の今昔

を問はず異例な きことである。 人間が他の動物 と異 なる発 展を途げ來たれる主要 な

'る原因 も亦
、實 は人間が 物的補助手段materiellesHi1重smitterを 使用することを學

びたるによるのであらう。 即 ち人間はその発 達の初期の時代に於てさえ、既 に何等

かの自然物 に 加工 したるものを、一定の目的 を達する爲の行動の 手績中に於ける補

助手段 として用ひるのであ 為。 これが 「道具を作 り出す動物」atoo1-makinganimal

として、人商を規定する試みの行なはる ゝ所以である。 斯 くの如 く、人間の登達に



は物的補助手段、即 ち労働 手段が 密接に結合す る ものであるから、労働 手段の 改善

が重要 なることは自か ら明なることであ らう。

作業用具は人間の手の 延長 と考へることが出來 る。 これは常に二つの重要なる構

造 を有する ものである。例へば、斧の刀部の如 く、直接労働対象 物に働 く部分で ある

作業部Arbeitsseiteと 、斧柄 の如 く作業部 に活動力 を與へた り、又は操作上役立つ操

縦部或 は動力部Handseiteが 之で ある。作業の能率を増進する爲には、これ等の部

分の構造が、各労働対象 及び労働 者に適合せることが 必要である。從つて、労働 條

件に適合せる特別道具Sonderwerkzeugeが 考案完成せ らる ゝことは、特 に必要なる

ことである(特 殊化Spezialisierung)。

翻つて、我南鮮地方 に於 ける 現状を観察するに、農林業用労働 手段の 登達頗る幼

稚なるため、時局柄労働 力不足に 關聯 し、甚だ注 目に値する 問題が藏 されてゐる様

である。私が此庭に探上 げん とする造林地下刈用

具なる鎌 も、農林業用 として使用せ られ來れる實

に原始的なる労働 手段 に過 ぎない。從つて 、時局

の緊急要請 に慮ずる爲には、これが速かなる改善

を必要 とするものである。當地方に於て、農林業

用 として使用せ られつ ゝある鎌は、如何 なる構造

を有するものであるかと云ふに、前章に於て述べ

たる如 く、錠 と鎌 との両 作業に使用せ らる 未ゝ分

写真 2

化の ものに過 ぎない。私は300個 に昇 る統計調査に鑑み、そ

の代表値に近 きものを使用することに した。現今南鮮地方に

於て使用せられつ ゝある朝鮮鎌 は、悉 く野鍛冶製作の もので

あつて、製作材料は刀物鋼を使用すること殆 んどな く、錬鐵

のみを以て製作せ られつ ゝある現状である。(写真 第一)。

私が使用せる作業用具を略述す るに、写真 第二に示すが如

き形態の ものである(左 方 より朝鮮鎌 、木鎌C型 、木鎌B型 、

木鎌A型 を示す)。



朝鮮鎌 は、諸刀であつて、全長35cm内 外 、重量3609内 外の もので ある。朝鮮

鎌が内地鎌 に比 し著 しく異なる點 は、木柄が甚 しく短 か く、これに対し て 鎌頸 が著

しく長 く伸び居 ること、刀 先角が大であつて 殆 ど内地の錠 に 匹敵 して ゐること、 目

釘及び鐵環の使用 なきこと等で ある。 朝鮮鎌 の労働 能率 と 比較せんが爲に使用せる

内地鎌 は、九州地方に使用せ られつ ゝある 造林地下刈專用の木鎌 二種 及び 信州木鎌

で あるが、これ等の構造 を示せば、次表の通 りで ある。

第6表 調査に使用せる鎌の構造

3作 業能率に關係ある因子

造林地下刈作業能率に 影響ある因子は 頗 る多 く、造林地の傾斜度 、地表の状態 、

雑草、荊棘、灌木等の如 き下刈対象 物 の種類 及び 密度並に大 きさ、植栽方向、植栽

木 の高 さ及び枝條の籏張状況、天候 、作業方法 、労働者の性能、労働組織等がその主

要 なる ものである(文 献(13)S.30,(14)S.19,(15)S.13)。 以下之等 の因子につ

き如何 なる措置をとつたかに対する 概要を述 ぶることにする。

本多静六博士 は造林學要論 に 「傾斜強 き山岳地方に於ては、柄の短 き鎌(1尺2.3寸

の柄)を 用ひ、平坦又は傾斜緩かなる平野地方にては、柄の長 き(3尺)鎌 を用ふる

こと」 と述べ 、林地の傾斜の如何が 、作業用具の構造に 影響することを 主張 して居

られる(文 献(16)S.479)。 私 も亦傾斜度が作業能率 に 及 ぼす影響大なることを認

むるを以て、これを一定に保持するためにKonstanthaltung,調 査地の勾配を15度

内外の緩斜地に限定 した。



地表の状 況 も亦作業能率 に 重大 なる影響を及ぼす ものである。 倒木禄 ぴ枝條の有

無多小、韓石又は母岩の 露頭の有無多少、地衰土壌の凹凸等が その主要なるもので.

ある。本調査地は何れの場所 も、之等の障害物を殆んど認めない林地で あつた。

植栽方向は 植栽木判定上關係ある ものであるが、特に坪刈 、筋刈の如 き一部刈の 、,

場合 に於て、影響 が大で ある。私の調査は、山麓 より山頂へ と筋状に刈進む、所謂筋

刈上進法(著 者假構)に 適する如 く造林せ られたる場 所を選定 し・その影響を 回避 ・

』した。

作業方法は、朝鮮鎌の場合には、慣行作業方法を用ひた。 即 ち 山麓 より上方に向

ひ掴刈法にて上進 した。膿躯は短柄鎌 にて掴刈 なる關係上、腰部 より約90度 屈曲 し

て をる。 内地木鎌 に樹 しては、五 日間の練習の後調査を實施 した。 僅かに五 日間の

練習にて、全 く新規 なる作業用具の能率 比較 をなず ことは安當 を鉄 ぐものであるが、

経費 及び 時 臼の關係に 拘束せ られ準る鳳 この程度の練習にて も,既 にか く船如 き

能峯差 ありと云ふことも可能 なりと思考せるを以て 實施することに した。 元來新 し

き作業用具に野する 練習敷果の出現は、作業用具の簡複に より差異 あるは勿論で あ

るが 、鎌 の如 き簡単 なる道具にては、使用開始後 二週間位である。 この期間は筋肉,

二 日酔Muskelkaterdに 襲は る＼爲、その成果の考察に當 りては充分注意を要する,も

のである。 事業経営 上の基礎因子 としての 能峯調査に當 りては、勿論上述の現象 を

欄 に避 け 鮒 れ購 らなk・
,'(文献(1・)S・424)・ 木鎌rよ る作業 方法 は 主 と しv(J

薙佛 を行 ひ 、時 に引切 刈 の方 法 を併用 した。 ・

'観 察の対象 と して 使役 す る労働 者 に關 して 述 ぶ る に、 理 想能率idealorperfect

e伍ciencyの 標 準 を定 立 す る爲 の能率 研 究 に対し て は、頗 る論議 され る問題 で ある が、

私 は 目下 の 所 、理想能率 を論 す る ものに あ らず して 、 作 業用 具の 改 良 を 目標 とす る

能率の大 小 を論 ずる もので あ るか ら、Taylorのfirstclassman(一 流勢 廓者)な る

観念 を探 用 して選択 した。尤 もTaylor自 身は「 流労働 者 なる観念 を説 明 して ゐない

が 、彼 の門 下 の鬼才Hathawayの 解説 に より明 瞭 とな つて ゐる。彼 に よれ ば 「一流

労働者 とは 、平均 以上abovetheaverageの労働 者 で あつ て、例外 的優 秀労働 者 で

は いけ ない」 と述 べて ゐる(文 献(17)S.19)。 然 る にFarmerの 如 く、時 間研 究 に



一流労働 者を使役する必要 なしと論ずる學者 もある(文 献(18)S .32)。 大澤正之博

,士は伐木造材作業の時間研究に當 り、Taylorの 意味の一流労働 者を使役せ られてを

る様 に思はれる(文 献(19)S.561)。 現今南鮮地方に於ては、Taylorの 意味の一流勢

働者を・嚴格なる意義 に於て選定す るζとは、不可能 なる事情にあるか ら、該地方の

代表的 な、勤勉に して 健康なる青年を選繹 した。 今参考の爲 、調査 に使役せる労働

者ρ身體 の形態及び精紳身體 的機能を示せぱ・次の標である。

蝕に身體 の形態 とは、普通に人類學的測定 と樗するもので あつて、身長、坐高、胸噂

園、體重 を指す ものである。私が測定せる所に よれば、身長163cm、 胸園87.2cm、

體重59.4kg、 坐高94cm-(1あ つて、何れの因子 も日本 人の平均 より上位にある様
,ず

で あ る 。'

"精 神 身體 的機 能 と鳳 人 間の働 きの 方 面 を
いふ ので あ るが、 身體 の働 きは 勿 論一

部分 は 身體 の構造 に 依存 す るが、一 部分 は 精神 の働 き、特 に茸 思 の 力 に よる もの で

あ る。 換 言す れば 、精押身體 的 の働 で ある 。 私 は この方面 の労働 能 を 力 量及 び速度

、の方 面 より調査 した。力 量 と して は握 力 と背 筋力 とを調 査 したが 、私 が ス メ。ドレ」

氏握 力計Smedly'shand-dynamometerを 使 用 して測定 せ る結 果 は 、右 手45.1kg、

左手42・8k9を 示L ,.・半島 人の平均 握力 に 比較 し多 少劣 る様 で ある。'右 手 握力 指数

(勧 指数 一鎚 ×1・・)oa7s.8で あつて半島 人平均よ り小で ある・背筋力は全身

の力量を代表するもの と考へ らる ゝものである。(背 筋は 躯幹背面にある 筋群 を指

す)、.これは身體 の基本的伸筋をなす ものであつて、保健上必要 なる姿勢を維持 し、,

肉體的労働 をなす上に最 も必要 なもので ある。 從つてぜこの筋肉の大小は、作業能

及び健康に密接 なる關係を有する ものである。私の調査によ れば・背筋力147kgで

あつて、頗る背筋力に富んだ労働 者であるや うである。運 動の速度 及び 正確度 も亦

労働能率に繭係あるもので あるが、私がマッチボー ド検査MatchBoardTestに 依 り

観察せるところに由れば・中数が62・5本 となり 、牛島人の平均より 多少劣つて居 る

様で ある。

労働組織は軍猫作業Einzelarbeitを なす場合 と、共同作業Mitarbeitを なす場合

とに より、その労働能率 は甚だ しく異 なるもので あるか ら、本調査に當 りては、專 ら



単独f乍業 に よら しめ、群 團作業Kolonnen-undGrupPenarbeitを 避 けた(文 献(20)

S.70,(21)S.1049)。 日時 が能 峯 に及 ぼす影響 も亦 頗 る大 なる こ とは 、Strehlkeが

鋸 に關す る労働 能 率調 査 に當 り、 大 いに論 じて居 る點 よ り観 て も、類推 す る こ とを

得 るもので あるが、本調査に當 りては、時 日の蘭係上充分 考慮することは1出來なか

つた(文 献(22)S.58)。

4調 査の結果

本調査は 九州帝國大學南鮮演習林 河東事業区に於て一 ケ所、山清事業匠に於て一

ケ所を選定 し實施せる ものであるが、此の雨地 を比較するに、労働 能率の高低に 頗

る關係深 き 下刈対象 物 の繁茂状況に 相當差異 あることを認 めたるを以て、個別的に

考察することにした。

(a)河 東事業区 に於ける調査

本調査地 は、河東群青岩面三亘里 第二林班内に設定せられたる ものである。林地

の傾斜は15度 内外で ある。地表 には1aに対し1個 程度、直径5C-100cmの 韓石

が存在するのみで、概 して小なる 石礫 と土壌 とよりなる 作業上蝕 り困離を戚ぜざる

場所で ある。 併 しなが ら、植物の繁茂は 頗 る旺盛であつて、早春植栽せる二年生信

州カラマツ 及び朝鮮カラマツ の 稚樹を既に被圧 してをる状態である。写真 第3は 調

査地の一部の雑草の繁茂状況 を示す ものである。

調査地に対し 、1m2の 正方形枢を12個 所設置 し、

その中に出現する植物の種類、平均桿高、地上部

の全 重量 を測 定 せるに、植 物の種 類は28種 に

過 ぎないが、ススキ頗 る優勢であつて、明かにス

ス キ群叢と呼び得る もので ある。これにクズが比

較 的 よく繁茂 しをることは、山清事業区に比 し、

作業能率 に負の影響 を及ぼせる點 と思料せ らる。

地上部の全重量1.8009、 平均程高82.5cmで あ

る。植物の種類 は下記の如 きものである。

ス ス キ 、 シ ロ ヤ マ ギ ク 、 ヲ ミ ナ ヘ シ 、 オ ホ バ コ 、 リ ン ド ウ 、 ヘ ビ イ チ ゴ 、 テ ウ セ ン



ア ヤ メ 、 ヌ ス ビ トハギ 、 ヲ トコ ヨ モ ギ 、 ノ イ バ ラ 、 シ ホ ガ マ ギ ク 、 ス ギ ナ 、 テ ウ セ ン

カ リ ヤ ス 、 ニ ガ ナ 、 エ ゾ ス ミ レ 、 ス ズ カ ぜ リ 、 キ リ バ ヤ マ ボ ク チ 、 ア ブ ラ ス ス キ 、 ク

ズ 、 ア レ チ ノ ギ ク 、 ア カ マ ツ 、 カ ナ ム グ ラ 、 ア キ ノ キ リ ン ず ウ 、 ヌ カ ボ ス ゲ 、 カ タ バ

ミ、 ヒ メハギ 、 テ ウ セ ン ヲ キ ナ グ ず 、 ウ ン ヌ キ 、 ヨ ツ バ ム グ ラ。

本 調 査 は 快 晴 の 午 前 九 時 よ り 午 後 四 時 の 問 に 實 施 せ る も の で あ る 。 今 、幅 員1m、 長

さ10mの 筋 刈 上 進 法 に よ る 下 刈 作 業 實 験20回 の 平 均 値 を 示 せ ば 、 次 表 の様 で あ る 。

第7表

(b)山 清事業区に於ける調査

本調査地は 山清郡三肚面油坪 里第十四林班 内に 設定せられたる ものであつて 、地

勢 は写真 第4に 示 すが如 く、なだらかなる丘陵性の林地で ある。林地の傾斜は15度

内外であつて 、地表には殆 んど韓石及び 母岩の露頭 を認めない。 植物は河東事業地

に於けるもの と同様、頗 る旺盛に繁茂 してをるが、前者に比較 し、クズの繁茂殆んど

な きこと及び 程高低 きこと等が 差異ある點である。1m2の 正方形権を25個 所設定

し、植生調査 をな したる結果 によれば、ススキ、アブラススキ群叢 と稔すべ き群落で

ある、植物の種類 は前者に比較 し頗 る多 く55種 に達する状態 である。1m2當 りの地



上董 葉 の全重 量 は10869、 平均稈高61.5cmで ある。植 物 の種類 は 下 記 の如.き もの

で ある。

写真 4 写真 5

ス ス キ 、ア ブ ラ ス ス キ 、 ト リ ア シ シ ヨ ウ マ 、オ ト ギ ワ ず ウ 、カ メ バ ヒ キ オ コ シ 、 ミ ヤ

コ ア ザ ミ 、 カ ム イ ヨ モ ギ 、 ヒ ゴ ダ イ 、 ア レ チ ノ ギ ク 、ヘ ビ イ チ ゴ 、テ ウ セ ン ヤ マハギ 、

ず ノ・フ タ ギ 、 ヤ マ ボ ク チ 、 カ ラ マ ツ ず ウ 、 シ ラ ヤ マ ギ ク 、 ヒ メハギ 、 ヨ メ ナ 、 シ ホ ガ

マ ギ ク 、(こニ ウ ツ キ 、 シ ダ 、 コ ゴ メ ウ ツ キ 、 テ ウ セ ン ナ ノレコ ユ リ 、 ヲ カ ト ラ ノ ヲ 、 カ

ラ ノ ア ザ ミ 、ク ノレ マ イ チ ゴ 、 ア カ マ ツ 、 キ ク バ ド コ ロ 、 テ ウ セ ンキハダ 、ヱ ビ ズ ノレ、 タ

チ シ ホ デ 、 カ ラ ス ノ ゴ マ 、 エ ゾ ノ タ チ ツ ボ ス ミ レ 、 イ トス ゲ 、 ツ ユ ク サ 、エ ゾ リ ン ド

ウ 、 ノ ブ タ ウ 、 ヤ マ カ シ ユ ウ 、 ア シ ボ ソ 、 ヨ ツ バ ム グ ラ 、 シ デ シ ヤ ヂ ン 、 ネ ム チ ヤ 、

ヲ ミ ナ ヘ シ 、 チ ガ ヤ 、 キ ン ミ ヅ ヒ キ 、 ス ズ サ イ コ 、 セ ン ボ ン ヤ リ 、 テ ウ セ ン ア ヤ メ 、

ヌ カ ボ タ デ 、 ミ ツバ(ミ ン ケ イ ず ウ 、 オ ホ ヤ マ ト ラ ノ ヲ 、 ク ズ 、 ヲ トコ ヘ シ 、 テ ウ セ ン

オ キ ナ グ ず 、 ヤ ブ ツノンア ヅ キ 、 ボ タ ン ヅ ノンo

本 調 査 は 雨 後 の 快 晴 の 日 、 午 前 九 時 よ り 午 後 四 時 の 間 に 實 施 せ る も の で あ る 。 刈

幅 は1m、 刈 筋 の 長 さ20mと し 、20回 の 實 験 の 平 均 能 率 を 示 せ ぱ 、 次 表 の 通 り で

あ る 。



第8表

5考 察

今両 調査地に於ける 實験結果を観るに、その絶樹値には 差異が認められるが、雨

地共一般的傾向は全 く同様である。詳言す るに、労働 能率 を1m2を 蔓除するに必要

なる時間を以て表 せぱ、何れの實験 に於ても、朝鮮鎌最 も能率低 く、内地木鎌C型 、

B型 、A型 の順序 を以て 漸次増大 して居る。 その能率差は、第19圖 に示すが如 く、

雨 回とも略々同様なる 割合を以て出現 してゐる。 今更に具體 的に述ぶるに、河東事

業地に於ては1m2を 菱除するに、 朝鮮鎌 を使用すれば、28.17秒 を要す るに、木鎌

C型 は17.92秒 にて足 り、木鎌B型 を使用すれば更に16.86秒 に減少 し、木鎌A型

は僅かに11.71秒 にて十分 なる状態で ある。即 ち朝鮮鎌を標準 として指数 を見るに、

木鎌A型 は僅かに42に 當る状況である。次に山清事業嘔 に於ては、朝鮮鎌にて12.58

秒、木鎌C型 は7秒 、 木鎌B型 は6.57秒 となり、 木鎌A型 は此の場・合最 も少 く

5.35秒 にて足る状態である。 指数 は前者 よりも更 に低下 し、木鎌A型 は33に 過 ぎな

い0

1m2を 刈梯ふに必要なる足の移動数(足 痕数)及 び鎌の操 作回数は、 如何なる意

義 を有する ものであるかと云ふに、之両者 の多少は、 一定 目的を達する 行動の手綾



中に於ける 蓮動量の多少を意味 して ゐる。 言葉を換へて云へば、機械が空転 すると

'き と同様 に
、一つの不生産的なエネルギー の 麦出をなし居ることの 多少を示すので

第tg圖

ある。Abb6教 授 も、労働 者璽労働 に際 してのこれら

のすべての有害 なる蓮動又は 間隔を空転Leerlaufと

呼ぴ、生 きた機械 、即ち働 く人間のこれ等空転 の可能

なる一切の種類 のものを除 く様に主張 した。斯る観點
● ノ

より上記の実験 結果を観察するに(本 實験 は労働 者の

自然 テンポに於て 實施 した)、 最 も作業能率 高 き木鎌

A型 が、操作回数及び足痕数共 に最 も少 く、その多少

の順序は能率 の高低に封懸 してゐる。換言すれば、作 ∴

業能率高 き作業用具を使用する場合の身體 蓮動は・然

らざる場合に比較 して甚だ少 く、延ては、不生産的エ

ネルギー支 出、即 ち無駄Wasteが 少 ないと云ふこと

,が出來や う。 この現象は理論的には 「諸點 」 の合理的

結合による作業の能率 増高 とも解することが出來る。

或は亦、室間的諸點 の合 目的的結合 ともいふことが出

來 る。艮彪 朝鮮鎌 を使用する場合には、掴刈である關

係上一 定の労働 姿勢に対する 刈佛面積 は、木鎌 の場合

に比 し甚だ狡 く、同一面積 を菱除す るに、労働 姿勢 を

屡 々移動す る必要があるが、長柄付の木鎌 を使用すれ

ば、刈佛面積甚だ廣 く、諸點 が比較 的合 目的的に結合

せ られて ゐるので南る。諸點 の結合により労働能率 を

増加せ しめた最 もよい實例は、かの有名な米國の技師'

Gilbrethの 煉琵積作業である。彼は 「労働は両 手を均

齊的に運動 させる場合には、疲勢することが少ない」

といふ前提の下に、「煉琵積職 人に雨芳の手 に各 々一個

の煉琵牽持ち、同時に積み重ねゆ く様 に」奨めて ゐる 第20r圖



(文献(23)S.331).

次に単位 時間に対する 鎌の 操作回数及び 足痕数は、如何なる意味を有す るもので

あるか といふに、労働 速度に 強制的刺戟 なき以上 、労作 が容易であれば 自か らその

回数多 琴ものである。 換言すれば 、人間原動機の各部分の 荷重 少なきために、圓滑

に運轉 す ることを意味 してゐる。 更に具體 的に云へばζ労働 補助用具が 使用 し易 き

ことを表はす といふことが出來 る。 この観點 より本調査結果 を観察するに、何 れの
、

場 合に於 て も、能率 高 き作業 用 具 を使 用す る場合 が 、作業 テンボArbeitstempoが 速

かで あ る。本調 査 は 、手 作業Handarbeitに 於 け る、他 よ り強 ひ られ ざ る、又 自分 か ら

故意 に努 めざる 、言 は ゞ自然 的 な速 度(自 然 テン ポNaturt£mpo)で あるか ら、事業

'合理化 の ための 至適 テ ンポOptimaltempo又 は標準 速度 は
、更 に實験 の上 決 定 す る

外 は ない く文献(24)S・426,(25)S・551)。 .

・最後に一定量の雑草を蔓除するに必要なる時間を

見るに、第一次調査 の場合には、朝鮮鎌最 も少な く、

木鎌B型 及びC型 は共 に著 しく時間を要する様で

あるが、第;次 調査に於ては、1m2を 刈佛ふに要す

る時間に大體 に於て順慮 してゐる。斯の如 き結果を

表 は したる原因にづ き考察す るに、朝鮮鎌a欄 刈 な

る關係上 、雑草の根元近 くより刈佛ふ傾向があ り、

從つて、重量が嵩ま りたるもの と考へ られる。第 二

次調査に當 りては、豫行練 習に當 り、菱除の程度を

出來 るだけ同程度に保つ様に注意せるため、斯 る結

果 を得 た もので あらう。 し

、私の下刈作業能率 調査は、純然たる實作時間であ

るが、實際作業に當 りては、休憩時間、刈彿場所移

動時間、鎌 の研磨時間、植栽木到別時間等の 作業継続 上の 必要止むを得ざる間接的

時間の外 に、相當量の無駄時間を含むを 普通 とする。 尚上記の作業継続 上q必 要 な

る時間 といふ 範疇にも亦、不合理なる動作を多少な りとも 含む ものである。 之等の 、
ノ



無駄動作Leerbewegungを 排除 し、能率 を昂揚することは、事業合理化上頗 る重要

なる要件である。随つて、當演習林に於ける過去の下刈作業實績 に比較 し、如何程の

無駄時間及び 作業継続 上の附幣時間が清費 されつゝ あるかを 観察 して置 くことにす ノ

る。 今假 りに、私の實験結果(私 の能率は 所謂理想能率 ではない)を 基礎 として、

1ha當 りの實動時間を算出するに、次表に示すが如 く、河東事業匠に於てぽ、朝鮮

鎌最 も大であつて、大體 二 日牛 を要するに蜀 し、木鎌A型 を使用すれば、僅かに1日
●

にて足ることになる。 又山清事業区に於ては、朝鮮鎌 にて1日 鯨 りにて足 り、木鎌

第9表 A型 を使用すれば、

僅 かに半 日にて充分

なる状鰻である・次

に演習林に於ける、

過去五 ケ年間の平均

實績 を観るに、河東

事業匪に於ては、3日

牛鯨を費 し、山清事

業区に於ては、4日

を費 してをる有様で
0

ある。然 らば 、實 作

時 間(正 味 時間Nettime)に対し 、余裕 時間AllowanceTimeは 、如何 程 位 が普 通

なる か といふ に、作業 の種類 に よ り 多少差 異あ る もので あるか ら、出 來 高研 究Pr()-

duktionStudyに よ り鯨裕 牽 を査 定 し置 き、作業 の合理 的組 織 を 形 成す る外 は ない。

時 間研 究 に於 て有 名 な るMerrickは 、余裕 曲線 な る もの を登表 して をるが 、 これ と

同様 な 乙 もの が、 各種作 業 に実験 せ らる ゝに 至つて 、始 めて 科 學的経営 と云 ふヒ と

が 出來 る と思ふ(文 献(26)S.76)。'Campell氏 は テー ラ會誌1935年 の1月 號 に、・

余裕率を登表 して をるが 、その大 禮 は次 の標 で ある。

1)。 邪魔 物 の ない虚 の歩行 に対し て5-6%

2).注 意力 を必 要 とす る時間 に対し て5%



3)・ 邪 魔物 の ある庭 の歩行 に対し て12-15% .

4).一 般 の機械 作業 に対し て12-15%

5).高 速 度 の機械 作業 に対し て15-一一20%

6).循 環 時 間の長 い手 作業 に対し て15-30%

7).煙 とか塵 埃 の中 で の継続 作業 に対し て8-12%

8).煙 とか塵 埃 の中で の週 期的 作業 に対し て25L60%

9).特 別 の勢 力 を要 せ ざる雑 作 業 に樹 して15-18%

今 上記 の余裕率 に照 して見 る に 、下刈 作業 の余 裕傘 は10-15%に て足 るが様 に思 ・

はれ る。果 して 然 らば 、如何 に多 くの空転 が行 なはれつゝ あるか を 想像 す る こ とが

出來や う。

第10表 上述の如 く、朝鮮鎌 の作業

能率は著 しく低位にあること

,が 明 となつたが、その主 なる♂

原 因は何庭に存する ものであ

らうか、以下論議 を進 めるこ

とにする。

(1)朝 鮮鎌 は 身體 の安 定

の爲に多大の不生産的エ ネル

ギーを消耗すること。

短柄鎌 なる朝鮮鎌 を使用する場合 と長柄鎌 なる 木鎌 を使用する場合 との作業姿勢

を観察するに、勾配15度 内外 の緩斜地 に於 ては、写真6,7に 示すが如 く、朝鮮鎌 を

使用する場合には、短柄 なる關係上、上半 身は著 しく屈 曲 し、直立の姿勢(標 準姿勢)・

に対し 殆ん ど直角に腰部 より屈 曲する状態で ある。 これに対し て 木鎌 使用の場合に

・は、標準姿勢に対し30度 内外の屈曲にて足るここの雨姿勢の重心關係を見るに、抑 々

身腱の重心は標準姿勢 の場合には、両側の載域後頭關節、股周節、膝關節及び足關節

の 中點 を結 ぶ 直線 、即 ち身體 の長軸 の上 に ある もので あつ て 、腰 の上方4.5cmの點 に

存 す る もの で あるが(文 献(27)S.187)、身體 を前屈 す れば 、重 心 は 直に移動 し、室



中に位置を占むるに至るもので ある。 併 して、この重心の 移重は極 めて鏡敏 なる も

のである。 朝鮮鎌 を使用する場 合に於ては、木鎌 の場合に 比較 し、約三倍蝕の前屈

をなすを以て、重心は遙かに 前方に移動 し、身體 の安定度は著 しく低下することは

明かなことである。随つて、身體 を安定する爲に、多大の筋作業 を必要 とすること ゝ

な り、頗る疲勢 し易 き姿勢 といふことが出來 る。 古澤一r夫氏も農業労働 方法の改善

に關する研究に 「尚一考を要することは 姿勢の問題で ある、 手草取 りの 上牛身を前

に屈める姿勢が背及び 腰 に與へる 苦痛 は余り に も知 られてゐる庭である。 これだけ

で も除草機の様 な簡単 な安便の ものは使用せ らるべ き充分の理由がある と思はれる」

と述べて ゐる(文 献(2S)S.669)。 又Bois・Reymondも 前屈姿勢 は呼吸を障碍 し、

頭部の血液循環 を障け、苦痛を起 し易 き姿勢であると述べてゐる(文 献(29)S・105)。



次に平坦地に於ける作業姿勢 につ き観察するに、1写真8,9に 示すが如 く、朝鮮鎌

を使用する場合の作業姿勢 は、古澤氏及びBois-Reymond氏 の述べたるが如 き敏黙

を極度に現は して居る様で ある。 斯の如 き特異 なる作業姿勢 よりくる1苦痛Postural

Strainを なくする爲に も、長柄付の木鎌 を採用すべ き充分の理 由があると思ふ。

(2)朝 鮮鎌は人體 の露出部の保護上欠 陥があること。

朝鮮鎌 は短柄なる關係上、雑草荊棘等の先端が顔面及び 上肢の露出部に対し 傷害

を與へ、作業 を著 しく困難 ならしむる ものであるが、長柄鎌 なる木鎌 を使用すれば、

その虞れが割合に少ない。特 に、ノイバ ラの如 く、枝梢上 に多 くの剛刺 を有する植物

が密生せる造林地の如 きは、長柄鎌を使用 しなければ 全 く施す術 がない。 朝鮮にて

は目下の庭、斯の如 き場所に対し ては、 左手に柔軟 なる雑草を握 り、 これを當 とし

て、一慮荊棘を押倒 したる上、刈彿ふ有様で あつて、作業上甚だ しく無駄 をなしてゐ

る。殊 に荊棘が1m以 上にも達するが如 き場合には、準備作業に著 しき時間を要す

るもので あつて、實に非能率 的 といふことが出來 る。

(3)朝 鮮鎌 を使用する場合 に活動す る筋群は、長柄付木鎌 を使用する場合 に比 し、

著 しく少な く、從つて、筋に対する 負澹多 く、過緊張Ueberanstrengungを 早期 に

起 し易 きこと。

朝鮮鎌 は 片手用作業用具である關係上、原動力は主 として 右手のみにより登動せ

らる ＼ものである。 この蓮動に關與する筋群は、主 として二頭膳筋、三角筋、三頭博

筋及び 大胸筋の数種に限 らる ＼ものであるが、長柄鎌 を使用する場合には、両手用

なる關係上、左右の之等の筋群が 協力活動するのみならず、上半 身 も亦 一役を演ず

るもので あるか ら、前者に比較 し、著 しく多 くの筋群により、作業が途行せ らる ゝこ

と ＼なり、各局部の筋群に対する労働 負捲著 しく輕減せ られ、頗 る有利なるもので

ある。 同一 目的途行上、多 くの筋群を 活用することは、空転 的エネル ギー支出なき

以上、疲勢 を遅延せ しむるに大 いに役立つ もので ある(文 献(29)S.196)。

(4)朝 鮮鎌 を使用する場合 の動作脛路 は著 しく長 く所謂無駄多 きこと。

造林地下刈作業は、一一種の手作業Handarbeitで あるか ら、朝鮮鎌を使用する場合

と長柄鎌 なる 内地産木鎌 を使用する場合 との運動圖Cyclegraphを 作 り、動作脛路



を比較するに、写真10及 び11に 示すが如 く、朝鮮鎌 を使用する場合には約3倍 の径

路を有することが割明 した(蓮 動圖は右手 々首に 豆電球 を定着せ しめ 動作を側面 よ

り撮影 した)。 か ゝる動作上の欠點 は手の延長なる作業用具の改善に より除 き得る も

のである。

朝鮮鎌 を使用す る場合の動作径 路 長柄木鎌 を使 用す る場合 の動作径路

(5)朝 鮮鎌の製作材料不良なること。

鎌 は大體 に於て 鏡利 なる刀 先角を 必要條件 とする ものであるが、刀 を鏡利にする

爲には、刀部 を構成する 鐵材優良なることが 前提である。 内地にては、從來刀物用

としては 頗る優秀なる出雲鋼が 使用せ られてをつたが、最近 は洋鋼を多 く使用する

に至つて居 る。 然 して朝鮮にては、未 だに優秀なる 材料 を使用 しない爲 に、刀部磨

滅甚だ しく、研磨に著 しく多 くの時間を徒費 して居る有様 である。 私が研磨時間に

つ き、時間研究をな したる所によれば、長さ25cm、 幅8cm、 厚 さ10cmの 粗粒の

天然砂岩砥石を使用 し、朝鮮鎌の柄 及び鎌二の先端を左右 の手にて支特 し、往復研磨

(平均往復距離11cm)す るに必要 なる時間は411秒 で あつて、その回数は837回 で、

研磨速度は0.235mノsで ある。 次 に木鎌A型 は、左足にて鎌の柄を踏み、左手にて

刀部の鎌尖を支持 し、右手に砥石 を握 り、往復研磨するものであるが、磨 き上 ぐるに



要する時間は383秒 であつ て、その操作回数 は968回 で あつた(砥 石は右手にて握

るに便利なる様 に、長 さ12cm、 幅5cm、 厚 さ6。qmの ものを使用 した)。 この場合

の往復平均距離は7cmで あるか ら、速度は0.18m/sと なつて ゐる。 即 ち朝鮮鎌 よ

9も 木鎌 の方が24%早 く研磨出來 ることが明 となつた。 これは 同一作業 を同時間

な したる後の 統計的調査結果で あるが、朝鮮鎌 が 如何 に刀の磨滅大 なるかを示す も

の といふ事が出來 る。

(6)朝 鮮鎌 は刀先角大なること。

鎌 は比較的柔軟なる雑草、荊棘等を刈梯ふ爲に 使用する ものであつて、惰力 を利

用すること少ないもので あるか ら、刀 先角鏡利なる程、労働 を節約 し得 るもので あ

る。供試鎌 につ き萬能分度器を使用 し、刀先角を査定せるに、木鎌 は15度 内外 なる

に対し 、朝鮮鎌 は20度 以上で あつて甚だ しく鈍角である。

以上の如 き種 々の鉄點 を藏 し、作業能率 も内地木鎌 に比 し、著 しく低 きを以て、出

來だけ速かに 長柄の木鎌 に取攣へ、漸次地方的環境に適合する様 改 良登達 せ しめ ら

るべ きであら う。

6摘 要

時局下林業労働 の補強の 一手陵 として、現在使用せ られつゝ ある 下刈作業用具の

改善の必要 あるを 直観せるを以 て、内地 より移入せる木鎌3種 と朝鮮鎌 との能率 を

比較 した。 例謹の少なきこと及び実験 條件に可な りの差が あつた爲、2回 の實験の

結果 は必ず しも一致 しなかつた。 從つて、詳細の論議 は 更に他 日多数 の材料を集 め

たる時に譲ること ＼して、 次の ことだけは 確信す ることが出來る(他 日特に生理値

PhysiologicalCostの 方面より 論議す る必要があらう)、即 ち木鎌A型 探用の効果は

(1)同 一作業量に対する 作業時間の短縮

(2)作 業 に特異なる姿勢 より來る苦痛PosturalStrainの 輕減

(3)作 業上に於ける単位 筋に対する 負澹の輕滅 、即 ち労働 の輕減

を招來する。

尚本問題に対し ては、構造、大 きさ、形状等が作業 目的及び作業者に適慮 して居る

や否や、換言すれば、積局的選択 の原理の観點 より観察す る必要あることを附言 し
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て置 く。

IV,造 林地下刈方向の選揮

(1)調 査の目的及び方法

造林地(本 研究には傾翁地に限つた)の 下刈作業方法には種 々あるが、一盤全髄如

何 なる方向に 作業 を實施すれば、最 も合理的に して 能率的なるかの問題 を 追求する

のが 、本研究の目的である。

從來造林地下刈 作業方向は、通常山麓 より 山頂に向ひ 刈梯 ひ進 む、所謂筋刈上進

法を探用 しつゝ あるが、この方法が果 して 最 も能率 的に して且つ労働 科學的見地 よ

り.して 合理的なるか否かに關 しては、計書的に調査せ られたる 資料 を認 めない様で

ある。 私は南鮮演習林在勤中、現場技術員 より、屡 々この 問題に關 し質問を受けた

のであるが 、その可否判断 の材料を有せず、解答 に窮 したので ある。

從つて、私は南鮮地方に於て 最 も普通である造林地(勾 配15度 内外の傾斜地)に

於て、各種作業方法につ き能率 調査を實施することにした。 調査に応用 せる作業方

法は、筋刈上進法(刈 登法)、 筋刈上下進法、筋刈横軍進法及び筋刈横連進法の四方

法であつて、内地より 移入せる木鎌A型 及び朝鮮鎌 を使用 し、その能率を比較 した。

観察の対象 として使用せる労働 者は、嚴格 なる意味ではないが、Taylorの 意義に

於ける一流牛島労働 者を選択 した(前 章の實験 に使役 せる労働 者 と同一人)。

研究方法は時間研究法を用ひた。

(2)作 業方法 とその特性

労働過程中 重要 なることは、労働対象 物ArbeitsgegenstandoderArbeitsstoffeの

場所を定 め、これが径路 並にその相互關係を定むることである。 一度開始せ られた

る作業は、豫 め配置せ られたる休憩時間以外 は、作業 を中止することなく.間 断 なき

流れ作業Fliessarbeitと なすこ とが 必要である。 併 してこの場合、凡ゆる副時間

Nebenzeiten(標 準時間 、支持時間、手待時間)を 出來得 るだけ縮少 し、これに対し

て、主時間Haupt-(Wirkungs-)zeitenを 出來得るだけ活用 しなければならないこと

は勿論である。 この流れ作業を形成する方法には種 々の方法がある。 工業界 に於て



は、多 くの場合 大量生産 をなすため、進歩せる分業を 實施することにより達 成して

居る。林業の如 き場所に拘束せ られたる労働 も亦 、労働過程の各種障碍を除去 し、具

案的に 整備することに より、廣義の流れ 作業を探用することが出來る。 併 しながら

林業の場合 には、工業界 に於ける 場合 と異なり、労働 者が募働対象 物の 所在に從 ひ

て移動するのを普通とす るもので ある。言葉 を換へて言へば 、木 より木へvomBaum

zumBaumと 移動するので ある。 從つて、作業方法の改善への第一手段 として、勢

働対象 物に対し ての移動過程が考慮せられなければ ならない(文 献(11)S.428)。

今傾斜地 に於て 實施 し得る4作 業方 向につ き・労働 場所移動 に 要する.距離iを見る

に、次表に示すが如 く、横連進法特に少な く、他は大 同小異である。

第12表

各作業方法の労働 場所移動模式は、第22圖 の様 である。

`(3)調 査 の結果並 に考案

本調査 は、嚢に山清事業地に於て 實施せる 造林地下刈作業用具の能率 比較 と、同

一條件の下にある造林地に於て 實施せる ものであるか ら、調査に及ぼナ 影響は略 々

同一 と見徹 し得る故に、條件の調査は略 した。

調査方法は下刈作業 を實動時間(正 味時間)、労働 場所移動時間及び休憩時間の三

種に区分 し、各分節労働 時間につ き、停止時計を使用 して時間研究を行 つた。

調査中は 自然的状況 を 明かにせんが爲にで作業上の分節時間、例へば 休憩時間の

如 きものに何等の影響 を與へない様 に自登的休憩を とらしめたのである。

・この調査 の結果 は第13表 緬括表に示すが如 く、使用せる作業用具の如何 に拘は ら



第 二22圖
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ず筋刈横連進法最 も能率 的である。 而 して在來法で ある筋刈上進法 は 次位又は三位

に止まるも、最上位との差が飴 り大 きくない黙に鑑み、非難すべ き桿の もので もな

いことが明 となつた。

第13表

次 にこれ等の優劣が起つた原因につ き考察 しや う。

(イ)先 づ第一 に考慮すべ き點は、不生産的運 動部分である 所謂労働 場所 移動時

間に關することで ある。 私が調査 に探用せる 四作業方向の労働 場所 移動上の理論的

差異は、前節 に述べたるが如 く、筋刈横連進法 、特に短か きのみにて他 は略 々同様で

ある。 この労働 場所 移動 なる空転 の影響が 著 しく作業能峯上に出現 して、筋刈横連

進法が 最 高能率 の もの となつた様 である。 これを更に 詳細 に観 るに、刈梯實動時間

第14表
に対する 、労働 場所移動時間の

割合 は第14表 に示すが如 く、筋

刈横連進法の場合には11%に

過 ぎないが、木鎌A型 の場合に

は筋刈上進法及び筋刈上下進法

の如 きは29%に も達 し、朝鮮

鎌の場合には筋刈上下進法が最

も悪 く23%に 上 つて ゐ る。

要 す る に、労働 場 所移動 は純然 たる空転Leerlauf又 は不 生 産的行 動unproduktive

Bewegungで あるか ら、 工業 に於 けるが 如 く、流動労働Fliessarbeitに よ り有 害 問



隔の除去をなせば 最 も合理的で あるが・林業に於けるが如 弘労働対象 物の 移動不

可能 なる場合多 き作業が 大部分をなす経営 にあ りては、零黙 まで1除去することは出

來得 ざる も、出來得るだけ排除する様作業方法を改善すべ きである。

(・)次 に問題 となるは、休憩蒔間 と實動時間で ある。・この両 者は頗る 密接 なる

關係ある ものである。即 ち生産を増大する爲には、實動時間は疲勢を起 し労働 者の'

第23圖 労働力を害せざる限 り長 きを可 とするもの

で あるが、或 る程度ゐ労働 の後には必ず疲

勢現象が起 り、労働 力は急激に低下する も

のであるから、適切 なる休憩 を挿入 し、初

期に疲勢 を恢復せしむる必要がある。從つ

て、休憩時間 と實動時間 とが、全労働 時間

に対する 百分率關係を調査すれば、何 れの

作業方法が過緊張 をなす ことな く労働 しつ

ゝあるかを窺ふことが出來 る。 この關係 を

知る爲に作成せるものが第23圖 である。

第23圖 を観るに、 最 も能率的なる筋刈

横連進法に於ては、不生産的蓮動 なる労働

場所移動時間の割合最 も少な く、これに封

して'、休憩時間及び實動時間は著 しくその

持分を増大 してゐる。筋刈 』進法が最 も能

率低 きは、不生産的蓮動時間が最 も大であ

つて實動時間が少な きに よる。

(4)摘 要

本調査 は 傾斜地の 造林地下刈作業方向は 如何 なる ものが、最 も能率的で あるかを

明にせん として 實施せる ものであるが、筋刈横連進法が 最 も能率 的で あることが明

となつた。而 しなが ら、本調査は軍 なる時間研究の結果で あるか ら、更 に労働 生理學

的並 に労働 心理學的調査をな し検討する必要 を認むる。



第16表



第15表



引 用 文'献

(1).綱 島政吉 本邦に於ける伐木及び造材用器具機械に關する調査。林業試験 場

`報 告
、第24號 。

(2).鈴 木 昭 朝鮮在來農具。農業機械學誌 ぐ第3雀 、第4號 。

(3).吉 岡金 市 農業労働 の合理化。

(4).廣 部達三 農用機具II.作 業機具篇。

 (5  ). Gläser, H.: Was gibt es Neues an Geräten für Holzhauerei und iolz

              bringung ? Forstarchiv 1937. 

(6 ). Kaufmann, G. V.: Säge und Axt in Hochgebirge. Forstarchiv 1938. 

(7 ). v. Monroy : Wirtschaftliche Betriebsführung in der Forstwirtschaft, Berlin 

              1925. 

(8 ). Stenzel, E.: Einiges über Axtstiele, Deutscher Forstwirt 1936. 

(9 ). Ernst, E. Arbeitsgeräte bei der Holzhauerei und ihre Instandhaltung, 

              Forstwissenschaftliches Zentralblatt 1929.

(10).上 野 陽 一 産業能率 論 。

(11). Neudammer Forstliches Lehrbuch, Neudamm und Berlin 1939.

。(12).薗 部一郎 林業政策、上巻。'

(13).山 内俊枝 造林地
の下刈功程に就て、御料林第153號 。

至極吾信

(14).中 岡岩見 造林地地栴 と植栽並に手入方法 、高知林友第243號 ・

(15).片 山茂樹 毎木調査に依る林分の材積測定に關する功程維費並に誤差 に就 き

後藤 久 て

(16).本 多静六 造林學要論。

(17).  Hathaway  : On the Technique of Manufacturing, 1919. 

(18). Farmer : Time and. Mortin Study,

(19).大 澤 正之 伐木 造材 作業 の時 間研 究 ・ 日本林 學誌 ・第18巻 ・第12號 ・

(20). Hilf, Ries,  Strehlke  : Forstliche Arbeitswissenschaft, Berlin 1927.



(21).平 山定克 研 伐労働 者 の適 材選 抜法 に就て 、 ・日本林 學會 誌 、第18巻 、第12

號Q

(22).  Strehlke  : Die Methodik des Sageversuchs, Eberswalde 1929. 

(23). Ermanski, T.: Die wissenschaftliche Betriebsorganisation and Taylor

               system, 1925.

(24).上 野義 雄 作業 速度 に關 す る實験 的研 究 、労働 科 學研 究 、第5巻 、第3號 。

(25).上 野義 雄 作業動 作 に關 す る實験 的研 究 、労働 科 學研 究 、第12巻 、第5號 。

(26).龍 崎虎 男 作業 研 究の方 法及 實 例。

(27).上 野一 晴 生 理 學 、(上 巻)。

(28).'古 澤 一 夫 農業労働 方 法 の改 善 に 關す る研 究 、労働 科 學研 究 、 第12巻 、第

5號 。

(29).  Atzler  : Korper and Arbeit, Leipzig 1927.




